
新宿区の障害者サービスについて
　新宿区立図書館では、「活字を読む

ことが困難な人」のためにサービスの

充実と拡大に取り組んできました。こ

れまで、録音図書の製作と郵送サービ

スなど、視覚障害者を含む身体障害者

を中心にさまざまなサービスを試みて

きました。

　今後は、発達障害者や学習障害者へ

のサービスを充実させる必要があると

考えています。

マルチメディアDAISY図書の活用
　「障害があるために読むことが困難

な子どもたち」に有効とされるマルチ

メディアDAISY図書の取り組みについ

て紹介します。

　新宿区には、戸山図書館を含め、９

館の図書館があり、すべての図書館で

マルチメディアDAISY図書を所蔵して

います。児童室には、点字や手話の本

など、さまざまな障害がある子どもた

ちが利用できる本を置いています。

■公共図書館での実践事例

マルチメディアDAISY図書による
読書支援の可能性

東京都新宿区立戸山図書館
大城 澄子・伴 樹

障害者サービスに関する案内資料 マルチメディアDAISYに関する説明資料
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　戸山図書館では、2015年にタブレッ

ト型端末を導入し、誰もが手軽にマル

チメディアDAISY図書を閲覧できるよ

うにしました。

　脳性マヒのあるお子さんは、文字や

絵が表示されるマルチメディアDAISY

図書に興味を示してくれました。お母

さんは「図書館にこんな本があったこ

とを初めて知りました」とおっしゃい

ました。このことからも、図書館で障

害者サービスを受けられることがあま

り知られていないことがわかります。

　そのため、当事者はもちろんですが、

家族やガイドヘルパーなどにも知って

もらうように積極的に広報しています。

広報の内容として、障害者サービスの

コーナーを設け、障害に関する図書を

収集しています。加えて関連している

ことから福祉や介護に関する図書の

コーナーを併設しています。

　

　

　障害者の日常生活にあるバリアにつ

いての展示を中心に行い、一般の市民

の理解につながるようこころがけてい

ます。

児童室の点字や手話の本

iPadでのマルチメディアDAISY図書の閲覧

障害者サービスコーナー
(障害に関する資料やチラシを置いている)
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図書館外施設との連携
　新宿区立障害者福祉センターと協働

し、地域福祉の推進を目的とした「わ

いわい福祉フェスタ」にこれまで５回

参加しています。マルチメディアDAISY

図書の体験会を実施し、身体障害、知

的障害、発達障害者だけでなく子ども

たちにも紹介する機会となっています。

「わいわい福祉フェスタ」での説明の様子

12月の障害者週間企画展示
「図書館の障害者サービスを知ろう！
　　　〜活字を読むことが困難な人へ〜」

　その他、教育の場に役立ててもらお

うと、インクルーシブ教育の授業を行

う早稲田大学教育学部に、伊藤忠記念

財団の協力を受け、マルチメディア

DAISY図書の情報を提供しました。

今後に向けて
　マルチメディアDAISY図書は、着実

に貸し出しや問い合わせが増えてきま

した。さらに多くの利用者に情報を届

けるためには、広報の強化が必要であ

り、障害者サービスコーナーを館内の

わかりやすい位置に設置することが重

要と考えています。

　また、障害者の読書環境の向上に必

要なサービスを、行政と協力した調査

によって考察します。学校関係者や保

護者などから「障害のある子どもたち

の読書支援をしてほしい」という求め

が寄せられるようになるには、まずは

マルチメディアDAISY図書を認識して

もらわなければならないでしょう。
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